
2024 年 7 月 3 日（水） 
 
 
朝霞市障害者自立支援協議会専門部会（こども部会）講演会 
 
 

発達に課題のあるこどもの支援について〜地域で考える〜 

大石幸二（立教大学現代心理学部） 
 
 
 以下のアジェンダにより、100 分以内で話題提供をいたします。10 分くらい質疑を承る
ことができると思います。 
 
 
１．はじめに 
 
 
 
２．睡眠覚醒リズムの重要性 
 
 
 
３．すべての子が学び方を学ぶために 
 
 
 
４．細やかに発達の様子に気づくには 
 
 
 
５．特別な保育・教育ニーズの理解 
 
 
 
６．おまけ（＊時間が残った場合に提示いたします） 

資料２－２



































講演会アンケート結果 一般参加者 86 名 資料２−3

79 名
１ 所属を教えてください

18
3
9
14
11
8
16 （単位：人）

２ 講演内容は参考になりましたか。また、ご意見がありましたらお書きください。
とても参考になった 72
少し参考になった 5
あまり参考にならなかった 0
参考にならなかった 0
無記入 2 （単位：人）

３ ご感想など、ご自由にお書きください。《抜粋》

・定期的に開催してほしい。
・朝霞市の支援の仕組みなどをもっと知りたいです。

その他
相談支援事業所

・保育の現場で起こっているお話が聞けて良かった。

・睡眠の大切さを学び、睡眠のリズムは子どもの成長に大きく関わっていることを
 知ることができました。

・具体的な例をあげての説明でとても分かりやすかった。

・生活の基本を整えることの大切さ、小さな目標設定の大切さを学びました。
 また、そのたびに人を見るアセスメントが大切になると感じました。

・全体を通して一般的に「こうあるべき」という考えから個にとっての最善を尽く
 すことを第一に考えることが大切であることを知れました。

・子どもへの対応。放課後の保育では注意することに力を入れがちだが喜び、褒め
 の言葉を伝える大事さ。無意識に伝えていける様、保育していこうと思う。

・現場の話、学術面から見た話、異なる視点での話を聞くことができて大変勉強に
 なりました。

アンケート協力

小・中学校
幼稚園
保育園

《ご意見 抜粋》

障害児サービス事業所
放課後児童クラブ



・体の使い方を意識し、子どもたちの関わりの中で気づいていくところから始めて
 いきたいと思いました。

・一般市民の方にもこういう機会があればとてもいいと思う。

・こういった講演会のメインが幼児であることが多いので、放課後児童クラブで対
 する小学生低学年について取り上げていただく機会があるとありがたいです。

・また、このような学びの機会があるとありがたいです。
・大石先生の他の課題の講演も拝聴したいです。

・学術的な話も大切ですが、現場で行っている現状からどのように実践をしていく
 のか、協力していくのかの市や協議会が考えていることを知る会があるとよいと
 思います。

・とても分かりやすく今後の保育に活かせると思う。職員へいろいろ周知させてい
 きたいと思う。

・無理のない目標設定、数分単位から始めるを現場でもすぐに取り入れていきた
 い。

・記憶や子どもの理解を助けること。体作りから睡眠のリズム、目標設定をお子さ
 んと保護者の方と共有すること。大事にしていきたいと思いました。

・子どもたちが最初に対面する社会である保育園、幼稚園が子どもたちを選ぶこと
 なく受け入れてくれる環境が当たり前になるといいなと思いました。

・保育、療育に関わる支援者のスキルアップ以上に、学校の先生のスキルアップが
 必要と感じています。学校とも連携を深めてほしいです。


